
「りんごと山桜の花」　（上大島）
　今年はゴールデンウィークを過ぎても肌寒い日が続く。
　りんごの花がようやく満開だが、背後の山では山桜もまだ残っている。
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昨
年
度
の
公
民
館
活
動
実
践
記

録
集
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
践
さ
れ
た
活
動
、
集
会
、

講
座
等
の
多
様
性
と
そ
の
数
の
多

さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

　

「
参
加
者
全
員
が
一
つ
に
盛
り
上

が
る
」「
新
規
事
業
が
大
変
好
評
」

「
子
ど
も
連
れ
、
夫
婦
連
れ
の
姿

も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の

プ
レ
ー
に
拍
手
を
送
る

姿
が
多
く
見
ら
れ
た
」

「
温
泉
と
宴
会
を
楽
し
み

ま
し
た
」「
ま
さ
に
目
か

ら
ウ
ロ
コ
の
心
に
ジ
ー

ン
と
し
み
る
講
演
で
し

た
」「
子
ど
も
た
ち
か
ら

挨
拶
し
て
く
れ
る
こ
と

が
本
当
に
多
く
な
っ
た
」

等
の
充
実
し
た
活
動
の

様
子
が
沢
山
報
告
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

町
民
の
方
が
、
自
分

な
り
の
願
い
や
目
当
て

を
も
っ
て
、
学
び
合
っ

た
り
活
動
し
合
っ
た
り

す
る
中
で
、
お
互
い
の
よ
さ
を
認

め
合
い
、
生
き
甲
斐
を
も
っ
て
楽

し
く
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
次
の
よ
う
な
一
文
も
目

に
留
ま
り
ま
し
た
。「
役
員
は
、

役
に
対
す
る
責
任
感
と
や
る
気
を

も
ち
、
そ
の
責
任
を
果
た
す
こ
と

が
大
切
…
」「
数
か
月
前
か
ら
の

会
議
や
打
ち
合
わ
せ
、
出
労
を
繰

り
返
し
、役
員
一
同
が
一
丸
に
な
っ

て
頑
張
り
ま
し
た
。」

　

役
員
の
皆
さ
ん
に
は
役
と
し
て

の
責
任
を
果
た
す
と
い
う
気
持
ち

の
つ
ら
さ
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

当
日
に
向
け
て
の
打
ち
合
わ
せ
、

会
議
、
準
備
等
の
大
変
さ

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を

自
分
の
お
仕
事
を
し
な
が

ら
そ
の
合
間
で
や
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
厳
し
さ
も

あ
り
ま
す
。

　

公
民
館
活
動
の
充
実

は
、
役
員
の
皆
さ
ん
の
お

陰
、お
力
に
よ
り
ま
す
。
ま

た
、
役
員
の
皆
さ
ん
の
き

つ
さ
、
つ
ら
さ
を
乗
り
越

え
た
地
域
・
住
民
を
思
う

優
し
さ
で
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
感
謝
で
す
。

　

今
日
、
地
域
社
会
の
高

齢
化
、
少
子
化
に
伴
う
参

加
者
の
減
少
、
ま
た
、
現

代
社
会
の
ス
ピ
ー
ド
化
情
報
化
等

に
よ
る
多
忙
感
・
時
間
の
余
裕
の

な
さ
に
よ
る
参
加
意
欲
の
低
下
等

の
課
題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

課
題
に
対
し
て
も
優
し
さ
を
根
底

に
お
い
て
解
決
に
向
け
て
考
え
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
民
館
長　

矢
澤　

登

優しさで支えられる公民館活動
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子
ど
も
も
大
人
も元

気
に

社
会
部
長　

大
場
将
博

　

新
年
度
を
迎
え
、
公
民
館
活
動

も
い
よ
い
よ
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
本
年
度
の
体
育
部
の

事
業
計
画
は
例
年
通
り
、
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
夏
季
冬
季

２
回
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山
、
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
教
室
、
駅
伝
大
会
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
い
う
事

で
、「
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
〜

る
バ
レ
ー
」
を
体
験
し
て
頂
き
、

各
地
区
公
民
館
の
行
事
に
取
り
入

れ
て
頂
け
れ
ば
、
大
変
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
今
年
も
各
地
区
公
民
館

に
お
邪
魔
し
て
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の

紹
介
を
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

遠
慮
な
く
体
育
部
員
に
声
を
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　

ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室
は
是
非
ご

一
緒
に
子
ど
も
達
と
保
護
者
の
方

も
汗
を
流
し
、
楽
し
さ
や
感
激
を

体
験
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
登
山
は
自
然
の
中

を
歩
き
、
爽
快
感
を
楽
し
ん
で
頂

け
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
充
実
を
は

か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

駅
伝
大
会
は
松
川
町
に
お
い
て

伝
統
あ
る
大
会
で
す
。
大
切
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
卒
、

あ
い
さ
つ
を
言
う
ご
く
あ
た
り
ま

え
の
事
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

活
動
を
長
く
続
け
る
こ
と
で
地
域

の
子
ど
も
も
大
人
も
活
き
活
き
と

元
気
に
な
れ
る
事
を
願
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
の
安
全
は
も

と
よ
り
、
地
域
の
防
犯
対
策
に
も

な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
今
後
と
も

多
く
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

本
館
社
会
部
で
は
、
音
楽
祭
、

映
画
会
、
人
形
劇
、
と
引
き
続
き

企
画
運
営
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
新
た
に
２
名
の
新

部
員
を
迎
え
活
動
し
て
ま
い
り
ま

す
。
関
係
団
体
、
地
域
の
皆
様
の

お
力
添
え
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

編
集
部
で
は
、今
年
度
も
公
民
館

行
事
の
様
子
や
情
報
を
、毎
月
の
館

報
に
ま
と
め
て
皆
様
に
お
届
け
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、公
民
館
の
編
集
部
に
入
っ

て
館
報
に
た
ず
さ
わ
る
よ
う
に
な

り
、本
館
社
会
部
・
体
育
部
を
始
め

各
地
区
館
や
関
連
団
体
の
活
動
や

行
事
を
知
る
事
が
で
き
ま
し
た
。町

民
の
皆
様
に
も
、記
事
を
読
ん
で
活

動
や
行
事
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、興

味
を
も
っ
て
参
加
す
る
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

近
年
、情
報
等
は
速
さ
を
求
め
ら

れ
る
か
と
思
い
ま
す
。企
画
・
取
材
・

原
稿
依
頼
、そ
し
て
編
集
と
な
る
と

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、

読
み
や
す
く
親
し
み
や
す
い
館
報

を
目
標
に
、皆
様
の
身
近
な
声
を
載

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成２３年度
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域ににににににににににににににににににににに根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててきききききききききききききききききききききたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動ををををををををををををををををををををを大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切切ににににににににににににににににににににに地域に根付いてきた活動を大切に

公民館事業スタート

　

平
成　

年
度
よ
り
ス
タ
ー
ト
し

１６

た
街
頭
あ
い
さ
つ
運
動
も
早
い
も

の
で
７
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
各
地

区
公
民
館
の
皆
様
に
も
ご
理
解
ご

協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
致
し
ま
す
。

心
の
こ
も
っ
た
館
報
を

編
集
部
長　

松
下
佳
史

気
軽
に
参
加
し
、

楽
し
も
う

体
育
部
長　

宮
脇
俊
典

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
関
係
さ

れ
る
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

体
育
部
が
計
画
し
た
行
事
は
、

大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
気
軽
に
参

加
で
き
、
一
緒
に
楽
し
め
る
も
の

ば
か
り
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
参
加

し
て
頂
き
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

スポーツフェスティバル「ワンバウンドふらば～るバレー」

8年目を迎えたあいさつ運動

（写真：館報まつかわ570号）
読みやすく親しみやすい館報を目指して
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年
度  
公
民
館
関
係
の
組
織
構
成

公
民
館
関
係
の
組
織
構
成

２３教

育

委

員

委
員
長　

片
桐　

一
美（
諏
訪
形
）

職
務
代
理　

橋
場
正
農
夫（
中　

山
）

委　

員　

高
坂
美
千
代（
城　

北
）

委　

員　

湯
澤　

徳
晴（
増　

野
）

体
育
長　

松
村　

直
彦（
古
町
北
部
）

社
会
教
育
委
員

委
員
長　

清
水
す
な
を（
福　

沢
）

副
委
員
長　

塩
澤　

澄
夫（
中　

山
）

委　

員　

佐
々
木
順
子（
宗
源
原
）

委　

員　

山
田　

淑
子（
堤　

原
）

委　

員　

南
波　

洋
子（
東
小
学
校
）

委　

員　

宮
澤　

紀
子（
諏
訪
形
）

委　

員　

小
島　

慎
司（
中
央
第
２
）

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

会　

長　

片
桐　

資
博（
議　

会
）

会
長
代
理　

溝
口　

邦
雄（
学
識
経
験
）

委　

員　

松
下　

敏
彦（
議　

会
）

委　

員　

橋
都　

洋
治（
中
央
小
学
校

）

委　

員　

大
久
保
英
幸（
北
小
学
校
）

委　

員　

橋
場
む
つ
み（
女
団
連
）

委　

員　

山
田　

俊
文（
社　

協
）

委　

員　

香
山　

保
弘（
中
央
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

）

委　

員　

矢
澤　

俊
幸（
北
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

）

委　

員　

清
水
す
な
を（
社
教
委
員
長

）

委　

員　

佐
々
木
順
子（
社
教
委
員
）

委　

員　

山
田　

淑
子（
社
教
委
員
）

委　

員　

神
村　

憲
好（
体
育
協
会
）

委　

員　

平
澤　

充
人（
文
化
協
会
）

委　

員　

林　
　

秀
弘（
学
識
経
験
）

体
育
指
導
委
員

委
員
長　

宮
下　
　

明（
宗
源
原
）

委　

員　

池
野　

妙
子（
宮　

坂
）

委　

員　

宮
下　

剛
彦（
樫　

原
）

委　

員　

米
山　

春
彦（
大
沢
北
部
）

委　

員　

原
田
智
代
美（
羽　

場
）

委　

員　

松
下　

善
幸（
長　

峰
）

本

館

部

員

　
〈
社　

会　

部
〉

部　

長　

大
場　

将
博（
堤　

原
）

副
部
長　

湯
澤　

秀
樹（
増　

野
）

部　

員　

水
野
耕
一
郎（
桑
園
東
部
）

部　

員　

矢
澤　

恵
樹（
松　

川
）

部　

員　

吉
川　

佳
弘（
大
沢
北
部
）

部　

員　

堀
木　

拓
也（
下
垣
外
南
部

）

部　

員　

小
林　

鉄
也（
清　

北
）

部　

員　

伊
藤　

卓
哉（
滝
ノ
沢
）

部　

員　

佐
藤　

俊
宏（
新
井
北
部
）

部　

員　

熊
谷　

拓
也（
増　

野
）

　
〈
編　

集　

部
〉

部　

長　

松
下　

佳
史（
城　

北
）

副
部
長　

大
東　

洋
文（
樫　

原
）

部　

員　

宮
下　
　

徹（
弥
久
司
）

部　

員　

宮
下　

和
子（
上　

町
）

部　

員　

坂
本　

美
帆（
福　

沢
）

部　

員　

宮
�
亜
希
子（
馬　

坂
）

部　

員　

光
澤　

正
之（
清
泉
地
一
）

部　

員　

大
久
保
康
司（
中
荒
町
）

部　

員　

久
保
田
さ
ち
子（
広
小
路
）

部　

員　

巻
井　

美
幸（
松　

川
）

　
〈
体
育
部
〉

部　

長　

宮
脇　

俊
典（
新
井
南
部
）

副
部
長　

神
田　

康
憲（
上　

町
）

部　

員　

宮
沢　

武
彦（
中　

山
）

部　

員　

塚
本　
　

聡（
上　

町
）

部　

員　

大
島　
　

崇（
古
町
東
部
）

部　

員　

米
山　
　

愛（
堤　

原
）

部　

員　

嵐　
　

雅
俊（
本　

町
）

部　

員　

小
沢
真
奈
美（
東　

浦
）

部　

員　

高
坂　

政
憲（
中
ノ
村
）

部　

員　

高
坂
秀
太
郎（　

城　

）

地
区
協
議
会

﹇
大
島
地
区
﹈

協
議
会
長　

坂
井　

良
紀（
樫　

原
）

主　

事　

小
木
曽　

剛（
桑
園
北
部
）

主
事
補　

米
山　
　

敏（
宮　

坂
）

﹇
上
片
桐
地
区
﹈

協
議
会
長　

大
澤　

健
利（
大　

栢
）

主　

事　

森
岡　

康
男（
清　

北
）

主
事
補　

長
谷
部　

正（
清　

上
）

﹇
生
田
地
区
﹈

協
議
会
長　

北
林　
　

潔（
部　

奈
）

主　

事　

下
平　

正
明（
部　

奈
）

教
育
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
関
連
）

公
民
館
長 

矢
澤　
　

登

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係
長

兼
公
民
館
主
事
兼
社
会
教
育
主
事

 

小
木
曽
雅
彦

文
教
施
設
係
長 

三
宅　

源
一

社
会
教
育
指
導
員 

中
野　

悦
子

生
涯
学
習
・
男
女
共
同
参
画
係
兼

公
民
館
主
事
兼
社
会
教
育
主
事　

 

新
井　

直
彦

資
料
館 

酒
井　

幸
則

図
書
館
司
書 

清
田　

洋
子

 

矢
沢　

秀
子

社
会
教
育
施
設
管
理 
小
平　

純
久

 

宮
下　

義
雄

名
子
原
体
育
館
管
理 
松
下　

勝
子

福
与
体
育
館
管
理 

高
坂
美
智
子

■ 
連 
絡 
先

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

 

（
電
話
）　

－

７
０
２
３

３６

〈
中
央
公
民
館
・
町
民
体
育
館
〉

 

（
電
話
）　

－

２
６
２
２

３６

〈
図
書
館
〉

 

（
電
話
）　

－

３
７
４
６

３６

〈
資
料
館
〉

 

（
電
話
）　

－

０
７
３
３

３４

地区協議会役員
主事補主事協議会長

米山　　敏小木曽　剛坂井　良紀大島地区協議会
長谷部　正森岡　康男大澤　健利上片桐地区協議会

下平　正明北林　　潔生田地区協議会
地区公民館役員

体 育 部 長社 会 部 長主　　事
［主　事　補］

館　　長
［副　館　長］
（会　　計）

役  職

地区館名 体育部副部長社会部副部長
杉山　律之下井　正人丹羽　正宣

大島　純一三島　　崇古　　　町
地区公民館 小池　昭博岩崎　敏宏

間瀬　智一上久保晃成佐々木　保
平野　竜也岡島　一弘上　新　井

地区公民館 矢沢希予志立花　一人
佐々木広明森脇　　進松下　啓介

松崎　信宏南端　照雄名　　　子
地区公民館 今村　直秀清水　　清

荻原　太一宮下　泰彦北沢　秀公
竹村　　隆坂井　良紀上　大　島

地区公民館 平沢　智人荒川　　誠
宮澤　　洋矢沢　宏司森岡　康男

長谷部　正

大澤　健利
［林　　利宏］
（大澤　吉孝）

上　片　桐
地区公民館 松下　　敏清水　敏文

寺澤　一郎大倉　篤志
竹村　正裕小倉　光男

［切石　博孝］
福　　　与
地区公民館 宮澤　勝久溝上　孝伸

清水　陽治大森　文裕遠藤　健二
［下沢　博高］小椋　吉範生　　　東

地区公民館 松下　善幸木下　昌浩
中島　　宏北林　　智

林　　隆司北林　　潔
（井沢　弘幸）

部　　　奈
地区公民館 北林　正希林　　米吉

教
育
長
兼
図
書
館
長
兼
資
料
館
長

 

松
村　

直
彦

生
涯
学
習
課
長
兼
青
年
の
家
所
長

 

熊
岡　

正
志

事
務
局
長
兼
こ
ど
も
課
長 

宮
澤　

克
司

平成23年4月現在

平成23年度　松川町公民館　関係者名簿
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４
月　

日
、
中
央
公
民
館
で
行

１６

わ
れ
た
「
公
民
館
デ
ジ
タ
ル
カ
メ

ラ
初
心
者
向
け
講
座
」
へ
参
加
し

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
町
で
募
集
し
て

い
る「
ま
つ
か
わ
町
の
四
季
」フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
へ
応
募
す
る
に
あ

た
っ
て
、「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
使

い
方
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
ま
た

「
ど
の
よ
う
に
撮
っ
た
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
方
の
た

め
に
、
松
川
町
中
央
公
民
館
と
役

場
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係
の
主

催
で
始
ま
り
ま
し
た
。

夜
の
部

　

受
講
者
が
写
真
を
持
ち
よ
り
、

講
師
の
先
生
か
ら
評
価
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
講
座

昼
の
部

　

実
際
に
外
へ
出
て
風
景
を
撮
影

す
る
講
座

　

講
師
は
写
真
家
で
、
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
審
査
員
も
さ
れ
て
い

る
佐
藤
信
一
さ
ん
、
写
真
集
も
出

さ
れ
て
い
る
方
で
毎
日
風
景
の
撮

影
に
出
掛
け
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
は
昼
の
部
の
最
初
と
言
う

事
で
、
カ
メ
ラ
の
話
か
ら
始
め
て

く
れ
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

で
も
、
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
と
コ
ン

パ
ク
ト
カ
メ
ラ
が
あ
り
、
ど
ち
ら

も
覚
え
る
事
が
多
く
説
明
書
を
一

緒
に
持
ち
歩
い
た
方
が
良
い
そ
う

で
す
。
実
際
に
先
生
も
持
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
カ
メ
ラ
の

購
入
に
関
し
て
も
先
生
が
相
談
に

の
っ
て
く

れ
る
そ
う

で
す
。

　

今
回
の

講

座
は
、

天
気
も
良

く
松
川
町

の
桜
が
丁

度
見
頃
だ
っ
た
の
で
、
外
へ
出
て

写
真
を
撮
り
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　

最
初
に
宮
ヶ
瀬
橋
堤
防
沿
い
の

桜
を
撮
り
に
行
き
ま
し
た
。
受
講

さ
れ
て
い
る
方
々
は
、
撮
っ
た
写

真
を
す
ぐ
先
生
に
確
認
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
し
た
。
風
景
写
真
は
、
な

る
べ
く
電
柱
の
よ
う
な
人
工
の
物

が
無
い

方
が
良

い
と
い

う
事
で

苦
労
し

て
撮
っ

て
い
ま

し
た
。

　

同
じ

風
景
で
も
、
縦
・
横
に
変
え
る
だ

け
で
写
真
に
奥
行
き
が
で
た
り
上

下
の
バ
ラ
ン
ス
で
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。

　

ま
た
、
風
景
に
よ
っ
て
は
天
気

が
良
け
れ
ば
い
い
訳
で
は
な
く
、

光
の
量
に
よ
っ
て
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
印
刷
の
技
術
で
も
変
わ
っ

て
く
る
そ
う
で
す
。

　

続
い
て
、
部
奈
へ
向
か
い
ま
し

た
が
、
坂
の
途
中
の
桜
を
撮
影
し

ま
し
た
。
普
段
、
車
だ
っ
た
ら
通

り
過
ぎ
て
し
ま
う
風
景
も
、
立
ち

止
ま
っ
て
見
る
と
写
真
に
撮
り
た

く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

写
真
は
、
瞬
間
を
撮
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
先
生
は
「
写
真

に
は
旬
を
撮
る
」
と
い
う
意
味
が

あ
る
と
も
言
っ
て
ま
し
た
。
風
景

ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
る
の
も
写
真

を
撮
る
楽
し
み
の
よ
う
に
感
じ
て

き
ま
し
た
。

　

最
後
に
部
奈
の
諏
訪
神
社
の
垂

れ
桜
を
撮
り
に
向
か
い
ま
し
た
。
お

昼
時
で
丁
度
桜
の
木
の
近
く
で
お

花
見
を
し
て
い
る
子
ど
も
達
が
い

て
モ
デ
ル
に
な
っ
て
も
ら
い
撮
影

に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
が
モ
デ
ル
で
、突
然
だ
っ

た
の
で
緊
張
し
て
い
ま
し
た
が
、

桜
と
花
見
と
い
う
旬
な
写
真
を
撮

る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、　

月
ま
で
毎
月
昼
・

１０

夜
一
回
行
わ
れ
て
い
く
そ
う
で
、

今
後
の
日
程
は
受
講
す
る
生
徒
の

都
合
で
決
ま
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

一
回
参
加
し
た
だ
け
で
す
が
、

今
後
の
写
真
撮
影
の
勉
強
に
と
て

も
な
り
ま
し
た
。
興
味
の
あ
る
方

は
是
非
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

初
心
者
向
け
の
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
講
座
は
じ
ま
る

写
真
を
撮
り
に
外
へ

工
夫
に
よ
っ
て
か
わ
る
写
真
風
景

「春」を撮る　たんぽぽと桜

こんなところにも桜が…

ス
ポ
ッ
ト
を
見
つ
け
る
の
も

写
真
撮
影
の
楽
し
み

お花見中の子どももモデルとして参加
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き
は
透
明
の
袋
に
入
れ
ら
れ
「
津

波
被
災
で
配
達
が
遅
れ
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
」
と
い
う
わ
び
状
ま
で

そ
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

わ
た
し
は
、す
ご
い
被
害
に
あ
っ

た
の
に
郵
便
屋
さ
ん
は
ひ
な
ん
を

し
な
が
ら
１
つ
１
つ
袋
に
入
れ
て

そ
れ
に
、「
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ

ん
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
ん
な
と

き
も
、
は
が
き
や
手
紙
を
大
切
に

と
ど
け
る
な
ん
て
す
ご
い
な
ぁ
ー

と
思
い
ま
し
た
。
命
が
け
で
働
い

て
い
て
郵
便
屋
さ
ん
は
す
ご
い
い

い
人
達
だ
な
ぁ
ー
と
思
い
ま
し
た
。

縄
文
時
代
は
仲
良
し
！

東
小　

下

沢

史

華

　

今
日
、
社
会
科
で
縄
文
時
代
と

弥
生
時
代
の
想
像
図
を
比
べ
る
学

習
を
し
ま
し
た
。
縄
文
時
代
か
ら

弥
生
時
代
へ
の
変
わ
り
方
は
、
縄

文
時
代
は
、
み
ん
な
協
力
し
て
、

土
器
や
家
や
畑
を
し
て
い
た
け
ど
、

弥
生
時
代
に
な
る
と
、
み
ん
な
個

人
個
人
で
働
く
よ
う
に
な
っ
た
。
個

人
個
人
で
く
ら
す
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
、
家
が
ふ
え
た
。
縄
文
時
代

は
、
門
番
が
い
な
く
て
も
み
ん
な

仲
良
く
や
っ
て
た
け
ど
、
弥
生
時

代
に
な
る
と
、
門
番
が
い
て
物
と

か
を
見
張
っ
て
て
縄
文
時
代
の
方

が
、
落
ち
つ
い
て
い
た
。
縄
文
時

代
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
仲
が

� ���������������������������������������������

児
童
会
長
か
ら　
　
　
　
　

全
校
の
み
な
さ
ん
へ
の
提
案

東
小　

本

塩

竜

哉

　

児
童
会
長
か
ら
提
案
が
あ
り
ま

す
。
今
、
東
北
の
方
で
多
く
の
人

が
震
災
に
よ
り
、
苦
し
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
こ
の
地
震
が
こ
ん
な
大

被
害
に
な
っ
た
の
に
は
、
４
つ
の

理
由
が
あ
り
ま
す
。
１
つ
目
は
３

月　

日
の
本
震
で
す
。
２
つ
目
は

１１
津
波
で
す
。
３
つ
目
は
今
も
続
く

余
震
で
す
。
４
つ
目
は
原
発
の
事

故
で
す
。

　

こ
ん
な
大
変
な
東
北
の
方
々
を

無
視
し
て
、
ス
キ
ー
の
と
き
ご
う

か
な
昼
食
が
食
べ
ら
れ
ま
す
か
？

ぼ
く
は
食
べ
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
の

で
ワ
ラ
ビ
と
り
や
炭
焼
き
の
お
金

を
ス
キ
ー
の
ご
う
か
な
昼
食
に
当

て
る
の
を
や
め
て
、
ぎ
え
ん
金
へ

回
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が

ぼ
く
の
提
案
で
す
。
み
な
さ
ん
、

ぜ
ひ
震
災
の
学
習
を
し
て
、
ぼ
く

の
提
案
に
つ
い
て
考
え
て
く
だ
さ

い
。

朝
日
新
聞
に
の
っ
た
投
書　
　
　

「
届
い
た
泥
ま
み
れ
の
手
紙
に
涙
」

の
感
想

東
小　

遠

藤

あ
ん
り

　

宮
城
県
南
三
陸
町
の　

才
の
お

７６

じ
い
さ
ん
が
震
災
の
前
日
、
知
人

当
て
に
あ
い
さ
つ
状
を
ポ
ス
ト
に

投
函
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
次
の

日
、
大
津
波
。
も
う
あ
き
ら
め
る

し
か
な
い
と
思
っ
て
い
た
ら
３
週

間
後
東
京
や
大
阪
か
ら
「
泥
ま
み

れ
の
は
が
き
が
着
い
た
よ
。」
と

電
話
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
は
が

良
か
っ
た
ん
で
す
ね
。

か
す
み
ち
ゃ
ん東

小　

大

栗

知

華

　

私
は
１
年
生
と
１
階
廊
下
の
そ

う
じ
で
す
。
私
が
か
す
み
ち
ゃ
ん

の
ぞ
う
き
ん
を
し
ぼ
っ
て
あ
げ
て

い
た
ら
、
か
す
み
ち
ゃ
ん
が
「
お

姉
ち
ゃ
ん
ば
か
り
い
ろ
い
ろ
や
っ

て
も
ら
っ
て
い
い
の
？
。」（
お
姉

ち
ゃ
ん
＝
私
の
こ
と
み
た
い
。）

と
言
い
ま
し
た
。
私
は
、

「
最
初
の
う
ち
は
、い
い
ん
だ
よ
。」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、
か

す
み
ち
ゃ
ん
は
ニ
コ
ニ
コ 

し
て

い
ま
し
た
。
ニ
コ
ニ
コ
し
て
く
れ

て
う
れ
し
か
っ
た
し
、
私
の
こ
と

も
考
え
て
く
れ
て
い
た
の
で
、

と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
！

ア
イ
ム
で
手
話
を
教
わ
っ
た
よ
！

東
小　

橋

場　

萌

　

ア
イ
ム
で
耳
の
聴
こ
え
な
い
人

と
の
話
し
方
を
考
え
ま
し
た
。
３

つ
あ
る
う
ち
の
１
つ
は
手
話
で
す
。

私
は
こ
の
手
話
を
少
し
習
い
ま
し

た
。
あ
い
さ
つ
を
習
い
ま
し
た
。
こ

ん
に
ち
は
、
お
は
よ
う
、
こ
ん
ば

ん
は
な
ど
は
か
ん
単
だ
っ
た
け
ど
、

ご
め
ん
な
さ
い
、お
つ
か
れ
さ
ま
、

あ
り
が
と
う
、
お
願
い
し
ま
す
は

と
て
も
難
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、

練
習
し
て
い
く
う
ち
に
上
手
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
他
の
手
話
も
教
え

て
も
ら
っ
て
き
ち
ん
と
覚
え
て
話

せ
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
耳
の

聴
こ
え
な
い
人
に
会
っ
た
ら
、
上

手
に
手
話
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
で
す
。

▼
５
月
３
日（
祝
火
）ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン

グ
�
対
象
…
ど
な
た
で
も
�
内
容
…「
山
菜
料

理
」味
ご
飯
と
天
ぷ
ら
�
時
間
…
９
時
〜　

時
１５

▼
５
月
７
日（
土
）春
の
野
島
観
察
会
�
対
象

…
ど
な
た
で
も
�
内
容
…
野
鳥
観
察
と
巣
箱

作
り
�
時
間
…
早
朝
５
時　

分
〜　

時

３０

１１

▼
５
月　

日（
水
）チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

１８

プ
①
�
対
象
…
中
学
生
〜
成
人
�
内
容
…
身

近
に
あ
る
素
材
や
仲
間
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
�

時
間
…　

時
〜　

時

１９

２１

▼
５
月　

日（
金
）マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
�

２０

対
象
…
ど
な
た
で
も
�
内
容
…
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
個
人
戦
�
時
間
…
８
時
〜　

時
１２

▼
５
月　

日（
土
）小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

２１

会
�
対
象
…
小
学
生
女
子
チ
ー
ム
�
内
容
…

小
学
生
女
子
チ
ー
ム
の
大
会
�
時
間
…
８
時

〜　

時
１６
▼
５
月　

日（
土
）入
門
登
山
�
対
象
…
全
４

２１

回
講
座
出
席
可
能
な
成
人
�
内
容
…
登
山
の

楽
し
み
、装
備
や
登
山
計
画
な
ど
を
研
究
し
、

最
後
は
自
力
で
立
て
た
計
画
で
高
峰
を
目
指

し
ま
す
�
６
／
４
土
、　

／
１
土
〜
２
日
、　

１０

１１

／
５
土
〜
６
日
�
時
間
…
９
時
〜　

時
１５

▼
５
月　

日（
水
）チ
ャ
レ
ン
ジ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

２５

プ
②
�
対
象
…
中
学
生
〜
成
人
�
内
容
…
身

近
に
あ
る
素
材
や
仲
間
と
の
チ
ー
ム
ワ
ー
�

時
間
…　

時
〜　

時

１９

２１

▼
５
月　

日（
日
）栽
培
体
験
活
動
�
対
象
…

２９

ど
な
た
で
も
�
内
容
…
サ
ツ
マ
イ
モ
の
挿
し

木
と
草
も
ち
作
り
�
時
間
…
９
時　

分
〜　

１５

１５

時　

分
４５

注
１
）
各
回
の
詳
し
い
内
容
等
に
つ
い
て
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
等
に
掲
載
し
ま
す
。

注
２
）
参
加
申
し
込
み
は
１
ヶ
月
前
か
ら
電
話
と

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
っ
て
受
け
付
け
ま
す
。

★
申
し
込
み
先
松
川
青
年
の
家

電　

話　

０
２
６
５－

　

－

４
７
０
０

３６

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
５－

　

－

１
１
６
０

３４

５
月　

松
川
青
年
の
家

主
催
事
業
の
お
知
ら
せ



ま　　　つ　　　か　　　わ平成２３年５月１５日 第　571　号 ○6
　

第　

回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅

２１

伝
競
走
大
会
が
４
月　

日（
金
）に

２９

松
本
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
で
４
区
の
矢
野
圭
吾

さ
ん
が
区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

総　

合　

６
位

町
の
部　

優
勝

記　

録　

２
時
間　

分　

秒

２０

２４

〈
個
人
成
績
〉

１
区（
２
・
７
�
）　

熊
谷　

美
佑

 

９
分　

秒
５２

２
区（
４
・
４
�
）　

熊
谷　
　

皐

 

　

分　

秒

１５

０１

３
区（
３
・
１
�
）　

河
野　

友
希

 

９
分　

秒
５６

４
区（
５
・
８
�
）　

矢
野　

圭
吾

 

　

分　

秒

１７

４３

５
区（
６
・
２
�
）　

米
山　

祐
貴

 

　

分　

秒

２０

５３

６
区（
４
・
４
�
）　

矢
野　

結
香

 

　

分　

秒

１５

１０

７
区（
３
・
１
�
）　

松
下　

湧
登

 

　

分　

秒

１０

１３

８
区（
５
・
８
�
）　

笹
木　

和
也

 

　

分　

秒

１９

５９

９
区（
６
・
６
９
５
�

）　

松
山　

克
敏

 

　

分　

秒

２１

３７

町
の
部
5
連
覇　

第
4
区
間
で
は
区
間
賞
も

　

第　

回
長
野
県
市
町
村

２１

対
抗
駅
伝
競
走
大
会

監
督
小
池
誠
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

全
て
の
選
手
が
全
力
を
出
し
切
っ

て
く
れ
ま
し
た
が
、そ
の
中
で
も

矢
野
兄
妹
の
走
り
が
光
り
、ベ
テ

ラ
ン
が
意
地
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

駅
伝
の
タ
ス
キ
だ
け
で
な
く
、

世
代
を
こ
え
て
中
学
生
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
の
松
川
町
の
伝
統
、歴

史
の
タ
ス
キ
も
つ
な
げ
た
と
思
う
。

　

松
川
町
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
取
り

組
み
が
実
を
結
ん
だ
と
思
う
。

悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲悲願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願願ののののののののののののののののののののののののののののの町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町ののののののののののののののののののののののののののののの部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初初優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優優勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝勝悲願の町の部初優勝

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777777777回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長長野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野野県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村回長野県市町村
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競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競競走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走走大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会競走大会

　

同
日
、
第
７
回
長
野
県
市
町
村

対
抗
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
が
松

本
平
広
域
公
園
陸
上
競
技
場
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

６
�
を
１
・
５
�
ず
つ
の
４
区

間
に
分
け
て
競
わ
れ
ま
し
た
。

　

松
川
町
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。

総　

合　

７
位

町
の
部　

優
勝

記　

録　
　

分　

秒

２２

０７

出
場
選
手　

増
沢　

里
映（
６
年
）

　
　
　
　
　

松
下　

哲
也（
６
年
）

　
　
　
　
　

森
本　

恵
生（
６
年
）

　
　
　
　
　

丸
山　
　

諒（
６
年
）

監
督
関
博
文
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　

選
手
候
補
と
し
て
集
め
ら
れ
た

８
人
の
う
ち
陸
上
を
し
て
い
る
の

は
２
人
だ
け
で
、バ
ス
ケ
や
野
球
、

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
に
サ
ッ
カ
ー
を
し

て
い
て
町
か
ら
推
薦
さ
れ
た
子
ど

も
達
。
練
習
期
間
も
ひ
と
月
あ
ま

り
と
い
う
状
況
の
中
で
厳
し
く
指

導
し
た
の
で
き
つ
か
っ
た
と
思
う

が
、
よ
く
つ
い
て
き
て
く
れ
て
大

会
当
日
の
結
果
に
繋
が
っ
た
と
思

う
。

　

男
子
５
分　

秒
、
女
子
５
分　

２０

４０

秒
合
計　

分
の
目
標
タ
イ
ム
を
設

２２

定
し
た
が
、
ひ
と
り
ひ
と
り
が
自

分
の
仕
事
を
し
て
く
れ
た
。
今
ま

で
練
習
し
て
き
た
全
員
の
力
が
タ

ス
キ
に
込
め
ら
れ
た
と
思
う
。
ま

た
補
欠
の
子
た
ち
も
走
っ
て
い
る

子
た
ち
に
負
け
な
い
く
ら
い
一
生

懸
命
応
援
し
て
く
れ
た
。
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春
の
雪

矢
沢
さ
ち
子
（
東
浦
）

被
災
地
へ
無
情
の
か
さ
む
春
の
雪

耕
し
の
日
和
の
恵
み
土
の
息

夜
の
お
ぼ
ろ
古
き
柱
に
時
計
鳴
る

雛
の
軸
一
幅
で
足
る
ひ
な
祭
り

種
を
蒔
く
卒
寿
の
母
の
け
な
げ
な
り

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

て
い
る
宮
尾
竜
平
さ
ん
、北
沢
春
暢

さ
ん
の
二
人
。ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管

理
・
運
営
業
務
に
加
え
、さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
担
当
し
ま
す
。

　

「
最
初
は
温
水
プ
ー
ル
を
使
っ
て

水
泳
の
講
習
会
と
い
う
案
も
あ
り

ま
し
た
が
、そ
れ
で
は
対
象
が
限
ら

れ
て
し
ま
い
ま
す
。そ
こ
で
、水
中

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ら
ふ
だ
ん
温

「
水
中
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
」を
企
画

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ
ウ
ン
ま
つ
か
わ
の
里　
　
　
　

宮 
尾 
竜 
平
さ
ん

北 
沢 
春 
暢
さ
ん

　

ま
つ
か
わ
の
里
温
水
プ
ー
ル
で

こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た「
水
中
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
シ
ョ
ー
」。町
内
を

は
じ
め
近
隣
か
ら
も
大
勢
の
方
が

集
ま
り
会
場
は
超
満
員
で
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ョ
ー
を
企
画
し
た
の
が

昨
年　

月
よ
り「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
タ

１１

ウ
ン
ま
つ
か
わ
の
里
」に
勤
務
さ
れ

シ
が
必
要
に
。こ
ち
ら
は
大
学
で
プ

ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
北

沢
さ
ん
が
担
当
し
ま
し
た
。「
イ
ベ

ン
ト
の
内
容
と
同
じ
く
ら
い
、ど
れ

だ
け
多
く
の
方
に
イ
ベ
ン
ト
開
催

の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
か
も

大
事
な
こ
と
。力
が
入
り
ま
し
た
」

と
話
す
北
沢
さ
ん
。

　

「『
ま
つ
か
わ
の
里
』に
は
天
然
温

泉
だ
け
で
な
く
、天
然
芝
の
パ
タ
ー

ゴ
ル
フ
場
、通
年
利
用
で
き
る
温
水

プ
ー
ル
な
ど
素
晴
ら
し
い
施
設
が

そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
知
っ
て
も
ら
い
、足
を
運
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
。そ
し
て
、お

子
さ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、幅
広

い
年
齢
層
の
方
が
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な�
し
か
け
�を
ど
ん

ど
ん
企
画
し
て
い
き
た
い
」と
、二

人
は
熱
く
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

短
歌　

北
原
愛
子
（
弥
久
司
）

赤
石
の
南
ア
ル
プ
ス
暮
れ
な
ず
む

山
際
そ
め
て 
朱  
鷺 
色
の
雲

と 

き

過
し
世
を
尋
ね
ん
と
来
し
高
遠
は

花
見
の
客
に
絵
島
は
ね
む
る

言
ひ
た
り
ぬ
後
の
侘
し
さ
如
何
に
せ
む

老
梅
の
木
に
残
り
花
見
ゆ

原
発
の
避
難
家
族
よ
我
が
町
へ

ふ
る
さ
と
想
い
何
を
祈
る
か

山
道
を
登
り
て
ゆ
け
ば
道
辺
に
は

わ
ら
び
顔
出
し
我
を
迎
へ
り

不
思
議
な
カ
エ
ル

北
小　

丸
山　

諒

ぼ
く
の
家
の
ま
ど
に
カ

エ
ル
が
は
り
つ
い
た

な
ぜ
か
夜　

電
気
を
付
け

る
と

か
な
ら
ず　

ま
ど
に
は
り
つ
い
て

い
る

ぼ
く
は　

そ
の
カ
エ
ル
に

「
に
ぎ
や
か
君
」

と
言
う　

名
前
を
つ
け
た

明
る
く
に
ぎ
や
か
っ
ぽ
い
所
に

来
る
か
ら
だ

夜　

い
つ
も
の
よ
う
に　

電
気
を

つ
け
る
と

ひ
そ
か
に　

ピ
ョ
ー
ン　

ペ
タ
リ

「
あ
っ
来
た
ね
、
に
ぎ
や
か
君
」

「
い
つ
も
き
み
の
家
に
行
く
ん
だ
」

「
一
匹
ぽ
つ
っ
と
い
る
と
さ
み
し
い

ん
だ
」

と
言
っ
て
い
る
み
た
い

い
つ
で
も
お
い
で　

ま
っ
て
る
よ

ト
ト
ロ
の
か
さ

北
小　

大
久
保
美
咲

か
さ
を
さ
し
て
歩
く

「
ビ
ュ
ー
ッ
」

す
ご
い
風
が
来
た

「
あ
あ
っ
」

か
さ
が
お
ち
ょ
こ
に
な
っ
ち
ゃ
っ

たま
る
で
ト
ト
ロ
の
か
さ
み
た
い

ど
う
し
よ
う

母
に
会
っ
た
ら

「
何
、
ど
う
し
た
の
」

と
母
の
天
気
も
雨
の
ち
雷
だ

早
く
直
さ
な
い
と

「
う
ー
ん
、
そ
れ
っ
」

「
お
り
ゃ
」

直
っ
た

母
に
見
つ
か
ら
な
く
て
よ
か
っ
た

で
も
雨
は
ふ
っ
て
い
る

　

５
月　

日
、
中
央
公
民
館
に
本

１０

館
３
部
部
員
、
各
地
区
公
民
館
の

館
長
・
主
事
・
部
長
が
集
ま
り
、

年
始
総
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
公
民
館
の
位
置
づ

け
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
公
民
館
と
は
…
生
涯

学
習
を
公
的
に
保
障
し
、
援

助
す
る
中
核
的
な
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

生
涯
学
習
と
は
…
生
ま
れ
て
死
ぬ

ま
で
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
通
過
す

る
あ
ら
ゆ
る
時
期
に
お
け
る
学
習

で
、
松
川
町
公
民
館
で
は
、
ま
つ

か
わ
大
学
や
高
齢
者
講
座
な
ど
が

事
業
と
し
て
あ
り
ま
す
。

　

長
野
県
の
公
民
館
は
歴
史
が
あ

り
盛
ん
で
、
日
本
で
最
初
に
公
民

館
が
設
置
さ
れ
た
の
は
長
野
県
で

公
民
館
数
も
全
国
で
第
１
位
だ
そ

う
で
す
。

　

続
い
て
、
本
館
３
部
・
地
区
公

民
館
の
事
業
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。
上
新
井
公
民
館
で
は
「
絆
」

を
テ
ー
マ
に
活
動
を
進
め
て

い
く
そ
う
で
す
。
参
加
人
数

の
減
少
で
無
く
な
っ
た
行
事

も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
今
年

度
は
力
を
入
て
取
り
組
む
と
い
う

行
事
が
多
く
計
画
さ
れ
て
お
り
、

良
い
ス
タ
ー
ト
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

公
民
館
と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か

み
ん
な
で
考
え
る

〜
公
民
館
年
始
総
会
〜

「中央・南アルプス、星空の美しさに感
動です」と話す宮尾さん（写真左）は大
阪府から家族で松川町へＩターン。大
学卒業後、故郷の高森町へＵターンし
た北沢さんは、景色の良さ、野菜・果物
のおいしさを再確認しているそうです。

水
プ
ー
ル
に
来
な
い
方
で

も
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る

き
っ
か
け
に
な
る
の
で
は
、

と
考
え
ま
し
た
」と
宮
尾
さ

ん
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
が
決
定

す
る
と
次
は
告
知
を
す
る

た
め
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ
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東
日
本
大
震
災
か
ら
２
ヶ
月
が
経

ち
ま
し
た
。ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
復
興

の
様
子
を
見
て
、少
し
安
心
す
る
一

方
で
、被
害
の
状
況
を
知
る
と
今
後

が
不
安
に
な
る
よ
う
な
事
も
あ
り
ま

す
。

　

被
災
し
た
東
北
の
友
達
も
、地
震

が
起
き
た
直
後
は
、津
波
で
周
り
が

何
も
無
く
な
り
、食
料
が
無
い
状
態

で
、ま
る
で
戦
時
中
の
よ
う
だ
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。今
で
は
、不
便
な

生
活
を
し
な
が
ら
も「
テ
レ
ビ
の
取

材
が
来
た
」や『
自
衛
隊
の
特
殊
車
両

は
凄
い
』な
ど
と
明
る
い
話
を
し
て

く
れ
ま
す
。

　

東
北
の
人
達
は
、毎
年
厳
し
い
冬

を
乗
り
越
え
て
い
る
か
ら
か
、明
る

い
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。そ
の
雪

国
魂
で
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
て
ほ

し
い
と
心
か
ら
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、日
本
人
は
苦
し
い
と
き
で

も
笑
う
と
言
う
行
動
が
あ
り
ま
す
。

何
も
で
き
な
く
て
笑
う
し
か
な
い
状

況
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、外
国
で
は

あ
ま
り
無
い
み
た
い
で
す
。前
に
会

社
の
外
国
人
に
質
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
川
町
で
も
、寒
い
日
が
続
い
て

梨
の
花
付
け
が
遅
れ
た
り
し
ま
し

た
。も
し
か
し
た
ら
、地
震
の
影
響
で

日
本
が
変
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、何
か
あ
っ
た
時
は
笑
っ
て

乗
り
越
え
ら
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、こ
こ
か
ら
平
成
の
高
度
経

済
成
長
が
始
ま
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　

（
松
下
佳
史
）
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消
防
団
早
朝
操
法
訓
練

一
分
団
一
班

一
分
団
一
班 

　

６
月
末
の
松
川
町
消
防
団
操
法

大
会
に
向
け
、
５
月
９
日
よ
り
一

分
団
一
班
の
操
法
訓
練
を
運
動
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
い
ま
す
。
例

年
、
夜
間
に
行
う
訓
練
で
す
が
、

近
年
の
仕
事
や
家
庭
に
お
け
る
状

況
の
変
化
な
ど
か
ら
参
加
可
能
な

団
員
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
練
習

時
間
の
確
保
、
技
術
の
維
持
等
、

��������������������������

消
防
団
活
動
の
存
続
が
危
う
く
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
年
度
よ
り

練
習
時
間
を
夜
間
か
ら
よ
り
多
く

の
団
員
が
参
加
可
能
な
早
朝
へ
変

更
し
ま
す
。

　

消
防
操
法
と
は
消
防
団
の
基
本

的
な
消
火
活
動
の
操
作
の
習
得
を

目
指
す
た
め
、
設
置
さ
れ
た
防
火

水
槽
か
ら
給
水
し
、
火
災
現
場
を

想
定
し
た
火
点
（
か
て
ん
）
と
呼

ば
れ
る
的
に
め
が
け
て
放
水
し
、

撤
収
す
る
ま
で
の
一
連
の
手
順
を

演
じ
る
競
技
で
す
。
各
個
動
作
の

正
確
さ
及
び
火
点
の
的
が
倒
れ
る

ま
で
の
タ
イ
ム
な
ど
が
減
点
方
法

で
採
点
さ
れ
、減
点
が
少
な
い
チ
ー

ム
ほ
ど
上
位
と
な
り
ま
す
。
こ
の

様
な
競
技
方
式
と
な
っ
て
い
る
た

め
、速
さ
と
正
確
さ
を
競
う
ほ
か
、

規
律
と
呼
ば
れ
る
動
き
や
２
名
以

上
の
動
き
を
そ
ろ
え
て
（
シ
ン
ク

ロ
し
て
）
見
せ
る
な
ど
、
動
き
の

綺
麗
さ
が
要
求
さ
れ
ま
す
。
そ
の

い
っ
た
面
で
も
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
操
法
訓
練
は
朝
４
時

か
ら
６
時
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
早
朝
で
す
の
で
掛
け
声
や
機

械
音
な
ど
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
の

防
災
と
松
川
町
消
防
団
の
技
術
維

持
の
為
、地
元

住
民
の
方
々

の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

た
め
に
練
習
時

間
の
大
半
が
規

律
や
シ
ン
ク
ロ

し
た
動
き
の
習

得
に
当
て
ら
れ

ま
す
が
、
実
際

の
火
災
現
場
に

お
い
て
役
立
つ

と
は
言
い
難
い

面
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
厳
し

い
練
習
や
動
き

を
そ
ろ
え
る

チ
ー
ム
ワ
ー
ク

か
ら
各
消
防
団

員
同
士
の
調
和

が
生
ま
れ
、
消

防
団
活
動
や
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
と

火災出動時の安全面も操法に基本があります
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